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   Two cases of congenital solitary kidney were studied. 
 Case 1 A 16 years old female. The chief complaint was albuminuria. An absence of the 
right kidney was proved by urologic examinations, especially by translumbar ortography, 
and confirmed by laparotomy. 
 Case 2  : A 18 years old female. A complete absence of the left kidney, ureter and vessels 
was found at the autopsy. The patient died of chronic myelogenous leukemia. 
   A total of 153 cases of such malformation found in Japanese literaturs including the 
above stated cases was analysed statistically.
1緒 言
先天性単腎は泌尿性器系 奇形 の うち比較的稀
とされ る。本邦で は1889年山極氏 の報告 を最初
とする.本 症は剖検,手 術 に より偶然発見 され
る場合が多かつた.し か し近時は静脈性腎孟撮
影法,後 腹膜気腎法,動 脈撮影 法等の泌尿器科
検査法 によ り逐次臨床症例 を増 している.
1935年土屋,小 林氏 に よつて統計的 に観察 さ
れて以来現在 まで に114例の記載が ある.蔽 に





主訴:全 身倦怠,蛋 白尿.既 往歴,家 族歴共に特記
すべきものはない.




現 症:体 格,栄 養 共1こ良,心 肺 に 異常 を 認 めず 血
圧106/68mmHg,二次 的 性 徴 はや や お くれ て い る.
腹 部 触 診 に て肝,脾,右 腎 は触 知 出 来 ない.左 腎 は下
極 を 良 く触 れ,軽 度 の圧痛 があ る.
検 査 成 績,血 液 所 見:赤 血球420×104/Mm3,白血
球5600/mm3,血色素9.59/dl,血小 板20×104/Mm3
Hct34%,血液像 正常 。出 血時 間2分,凝 血 時 間8




以 下,血 清 鉄62.5γ/d1.赤沈=1時 聞10mm,血 清梅
毒 反 応 陰性.血 清学 的 検 査=Rose氏 反 応1,AS-
LO定 量166単位,CRP(一),肝 機 能 検 査:B・S・P・
2時 間5%以 下 尿 所 見:清 澄,酸 性,蛋 白(H)
赤 血 球(+),白 血 球(+),上 皮 細胞(一),細 菌
(一),尿 中17KTS8.35mg/day,170HCSO.91mg/
dl.総腎機 能 検 査:濃 縮稀 釈 試 験,最 高 比重1,014,
最 低 比 重1,002,P.S.P.2時間 総 計80%.
膀 胱 鏡 所 見.膀 胱 容 量200cc,粘膜 正 常,左 尿 管 口
















































第4図 右 腎 の割 面 を 示 す.
15.5×8.8×6.Ocm.3∞g.




































えた.6月 に入 り経過は好転せず13日再入院.軽 快し
一応退院したところその翌々日鼻出血,高熱にて緊急
入院した.現症:体 格中等,栄 養不可,著 明なる貧血
様顔貌を呈し,両上肢皮下出血強度,下肢の倦怠が強
く,階段上降時眩畳,心 悸充進強 く,食慾減退気味.
出血傾向が著 しい.理学的所見:心 音:心 尖に収縮期
雑音,その他心濁音界正常,肺;呼 吸音異常を認めな




































先天性単腎 は欧米 に於 て数多 くの統計的報告
が ある.そ の大部分 は土屋,小 林,安 西,大
越,原 子,岸 本,松 本,林,清 水氏等に より詳




が,欧 米 の殆 どが剖検例 である.




















中512の単腎 を含む先天性奇 形を報告 している.
第1表 本邦文献上先天性単腎症例一覧表
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側 併 存 奇 形 二 次 疾 患







































































































*:腎発 育 不 全 及 び 腎 敏 損症 と して25例中 本 症 は
15例.
**:37例中 ,3例 は,そ れ 以後 の文 献 統 計 に な し.
***=112例中1例 ,は 岸 本 氏 他 の102の1例 と重 複.
従 って,1960年ま での 症 例 数 は,112+3-1=114
とな る.
R.Osmond(1955)によれば0.4%・に生下 時に
見 られ る とい うR.G.Burwell及 びS.G.
KentによればStevensは1937年本症 は700例
か ら1,610例の剖検 に1例,本 症 と骨 盤腎 を合
併 した ものは22,000例に1例 の割合 とい う.本
邦 では,1930年土屋 氏は1,500例に1,島 村氏
(1961)は1,610例に1例 とい う.大 方 の報告
か らみ るにLongoとThompsonの剖検1,000
に1例,臨 床的 に1,500例に1例 とい う発現頻
度 に落 ち着 くよ う思 われ る.又,本 症 と骨盤腎
を合併 した ものは 脇 田氏(1961)の1例 が あ
る.
2)性 別=欧 米,本 邦文献 ともに 男 性 が 多
い 大越,安 西,島 村氏 の集 めた欧米交献の総
て に男性が多 く,D.TilleにょればGuizzett
とParisetは男27,女12,Ballowitzは男113,




不明10で左:右=1.14:1で 過 去に報告 された
と同様やや左に多 い(第3表 参照)
4)年 令:AshleyとMosto丘は232例の単
腎者の死産,1カ 月以内,1ヵ 月 よ り12ヵ月 ま
で,1才 よ り10才まで と以後10才つつ区切 り81
第3表 性別,左 右別,年令別一覧表
報告者 報告例数年
1性 別 左右別 年 令
男女調左右i謂噸 覗 需1昇翌3鷺鷲 「撫1不明
大越・剰9551・ ・134179
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を6群 に分けて報告 している(第4表 参照)
林,清 水氏(1962年)はAllen(1951),津崎
の説,Radosch(1908)の説,Campbel1(1954)
説,Mostofi他(1960)の説 を記載,臨 床的 に
腎,尿 管,Wolff氏管の3組 織 の有無 より検討




















第5表Mostofi,他(1960)の分類(林 氏,他 に よる)



























1)剖 検に よる発 見:近 年 の泌尿器科 領域に
おけ る検査法の進歩は剖 検に より偶然発見 され
る場合 よ りは るかに多 くの本症が,臨 床 的に診
断 されて いる.す なわち,土 屋,小 林氏の15例
(1889～1935の46年間)中 剖 検或は解剖 実習の
際発見 された もの9例 で60%,大越,安西氏 の45
例(1955～1963の8年間)中 剖検5例 で5.4%,
本邦153例中21例13.8%である.
2)観 血 的発 見=観 血 的に発見或 は確認 され
た もの153例中71例で,そ の うち試験 開腹13例
(17.1%)があるが,こ れは術前臨床 的に診断
され,確 定診断 の為 の ものであ り,手 術 の際発
見 された例は58例である.手 術 中発見 され る最
も多 い場合 は閉塞性 腎結核 とみな さ れ た15例
(26.3%)で,腎結核 の疑 い3例,本 症 と腎結
核 を疑つた もの2例 である.そ の他,1919年健
側 腎を腎結核 と誤認,腎 摘後6日 で死亡 した例
が報告 されてい る.
3)膀 胱鏡所 見:大 越,安西氏 に よれば,本症
に特徴的 な所 見の第1は 腎敏損側 尿管 口の訣如
及 び青排 泄訣 如.第2はinterureteralridge
及 び膀胱三 角の半側が歓如 す るか,異 常形態を
とる点 をあげてい る.こ れ らは必発す る所見で
はな いが,本 症 に疑問を おき うると し,① 腎,
尿管 を完全嵌如 し同側 尿管 口存在 せず或は痕跡
的.且 つ膀胱三角不完 全の もの.② 腎は完全に
敏如 す るが,盲 端 に終 る不 完全尿管乃至 索状物
存在 し同側尿 管 口訣如 或は痕跡的或 は閉鎖 し,
膀胱三角 の不 完全 の もの.③ 腎敏如 し不完全尿
管 は あるが,膀 胱三 角完全 に て両側尿管 口共存
し膀胱鏡 的に変化 のない もの.④ 腎訣如,不 完
全尿管存在 して其 れが異常 開 口す る ものとみな
して いる.
4)レ ノグ ラム:診 断上放射 性同位元素を使
用す る方法は近年著 し く発達 したが,本 症にお
いて も市川氏,他(1961)が腎摘 出後 と同 じ所見
を示 した と報告 してい る. .
5)腎 動脈撮影:1.Bokstr6m(1959)は15
才 と22才の男女の左,右,腎 敏損 の診断 の根拠
を腹部 腎動 脈撮 影 に求 めてい る.本 邦 で は 大
越,安 西 氏(1955)により腰 部腎動脈撮影 によ
る第1例 を報 告 している.以 来,本 法は本症の
診断 に最 も重要 な位置 を占めて いる.そ の後の
94例中腎動脈撮影 を行つた もの24例(25,5%之.
で,動 脈 の欠如21例,不 明3例 となつ ている。
著 者の症例(1)では,本 法に よつ て右 腎脈管 と思
われ るものは造影 され なかつ た.症 例(2)は剖検
の際,一 切の左腎脈管 が見当 らない.
この他R.P.,P.R.P.,1.P.等系統 的泌尿
器科 レ線検 査は いつれ の症 例で も行 われ その価
値 は高 い
、〔D〕 泌尿性器系奇形 の合 併
泌尿 性器系奇形 の合 併頻度は一般 に女子 に高
い とされ てい る.R.G.Burwell,S.G.Kent
に よれば,女 性 に76.9%,男 性に22.9%とい
う.林 氏,他 にに よれば女子性器 はWolff氏
管 とは別 に これ と密接 な関係 にあ るMttller氏

















































































(註)()内 の例数は,2つ 以上の奇形を合併 している.尿管の異常開口は尿道に2,精 嚢に1,膣 に1.
不 明4で 差は ない.最 も多 いのは子 宮の奇形で
12例の多 くを数えた.な お交 叉性 腎転位 の単 腎




報告 してい る.本 邦文献上,副 腎 欠如は6例,
副腎の扁平化2例 の記載が ある.2)そ の他 二
心臓奇形3例 で,心 室 中隔欠損,肺 動脈 狭窄 の
合併1例,卵 円孔 開存,左 肺不全2葉 の1例,
僧帽弁狭窄1例 で ある.鎖 肛4例,食 道一腸 憩
室4例,健 腎動脈 の走行異常,副 動 脈の存在,
腸骨動脈等脈 管の異常,肝 形 成異常,ヘ ル ニ
ア,12肋骨の欠如,倭 小.腰 椎 や恥 骨結合の離
解等骨の異常 な ど大小種 々の奇形 の合併あ り,
その他女性例 に男子様 体形 の記載 があ る。
〔F〕健側腎
1)代 償性肥大:胎 生的障害 のない場 合には
概ね代償性肥大 を招来す る とい う,大越,安西氏
による肥大 の 目標 を,正 常平均値11.5×5.3×
3.5cm,「110～1209とし,よ り著 明な差異を示
すもの とすれば,153例中記載 の あつた67例中,
肥大61例(91%),そ の うち単 に肥大 と記 され
たもの48例,軽度肥大7例,肥 大 し触知 した も
の2例,手 拳大1例,正 常の数倍1例,水 腎症
様1例,重 複腎孟で上部が水腎症様 を示 し下部
は正常1例 で ある.ほ ぼ正常ない し正常 の記載
の あつたのは6例(9%)で ある.剖 検21例中
計測値 の記載 された18例の大 きさ,重 量 の成人
平均値 は14.22×6.01×4.77cm,2279を示す
2)健 側腎合併症:一 般に上部尿路奇形にお





正常 な もの48.36%,合併症 の認 め られ るもの
30.8%.不明20.82%,Dees(1941)は135例の





に認 め られ る.単 に尿路 結石 と記 され た もの1,
腎結石4,尿 管結石1,結 石 性無尿1で,尿 路
結石 として合計 する と8例(22.2%)次 いて水
腎症3例(8.4%),尿 路結核13例(36.1%),
腎位置異常(遊 走,下 垂 腎を含む)4例(11.1
92 高橋一先天性単腎の2例(附,文 献的考察)
第7表 二 次 的 合 併 症
























































































%),腎 出血1例,腎 硬化症1例,出 血性腎炎
1例,妊 娠 腎1例,尿 毒症 を発来 した もの2例
(5.6%),腎腫瘍2例(5.6%)と,岸 本氏,
他の報告 と同様結核,結 石が多 くなつている.
3)その他全身的合併症:肺 結核2例 とBasedow
氏病 と後腹膜奇形腫 を合併 した1例 があ り,著
者の症例②,慢 性 骨髄性 白血病 を藪 に加える.
〔G〕 生 下時体重 につい て
AschleyとMostofi(1960)は,本症 と生下




尿路奇形 が好 発す る としてい る.著 者 の症例(1)
は2,6009,症例《2)は2,8509と,未熟児 とは云
えないが,共 に生下時標準 体重 以下 である.
〔H〕 母親 につい て
DavidsonとRoss(1954)は先天性単腎者
の偲 親につい て興味 あ る報 告を してい る.即 ち
英 国Walesの1951年に693,514の出産の うち
87例の本症が あ り,母 親の年令20才以下6%,
20～24才31%,25～29才25%,30～34才16%,
35～39才15%,40才以上8%と,20～29才
の時 に多 い とい う.又,そ れ ら母親 の本 症 患
高橋一先天性単腎の2例(附,文 献的考察)
者を出産 した妊娠 回数 に言及 し,初 妊娠41%,
2回目26%,3回 目18%,4回 目5%,5回 目
3.5%,7～8回 目2%,8～9回 目2%,10
回 目以上は2.5%と,初 妊娠時 に多 い と報告 し
ている.R.Osmond(1955)は,本症患者妊 娠
中8回 子宮 出血が あ り,そ の間progesteron注
3回行 つた例 を報告 してい る.著 者 の症例(1)
は,母 親39才の ときの第4子,症 例(2)は26才の
ときで第2子 であ るが,第1子 が生れ る以前 に
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